




 

 従来極めて早い時期の胎児の行動や神経発達はたまたま出生した児が死亡するまでの短

期間に観察するしかなかったが,最近になって超音波画像診断法が発達し,このような胎児

の行動を子宮内で観察することが可能になり,胎児の行動発達に関し多くの知見が得られ

るようになってきた。 

 一方,近年の周産期医療の進歩は,従来は母体を離れた子宮外生活は不可能であると考え

られていた在胎期間の短い早産児の生存を可能とし,超音波にていわば影を観察するしか

なかった胎児を,直接眼で見,膚で触れて観察することが出来るようになった。さらにこれ

らの早産児は,未熟児室で哺育されるうちに,本来は子宮内で獲得されるべき諸臓器の機能

を次第に獲得して発育してゆく。このような諸機能の発達の上に外的な刺戟がどのような

影響をよえるかを観察することは,学問的な興味のみでなく,児の哺育環境をどのようにす

べきかという臨床上も極めて重要な意味をもっている。我々は子宮外生活が児の発達にど

のような影響を与えるかを検討したいと考えているが,本年度は,このような早産児が生存

するようになってきた最近の新生児医療の現状を把握するために,在胎週数別あるいは出

生体重別の児の死亡率を検討し,早産出生児の生存数増加の実態を明らかにした。 

 また,これらの早産児の哺乳力をとりあげ,その発達の状況を検討した。 


